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研究成果の概要（和文）：近赤外スペクトロスコピーを用い表層脳血流と周辺症状との関係を検討した。アルツハイマ
ー型認知症患者、レビー小体型認知症患者、軽度認知機能低下患者に対し、明所、暗所での開閉眼行為、ハンカチテス
トを行った。結果として各疾患に特有な脳血流パターンを発見することができた。以上より非中核とされる周辺症状(
不安･抑うつ･徘徊症･不眠･妄想など)に深部脳血流量とは異なる脳表近くの動的皮質血流が関係することが解った。こ
の結果は認知症周辺症状に対する薬物療法や非薬物療法の効果判定に用いることができ、また早期の介護評価につなが
る可能性も高く認知症周辺症状治療・介護において極めて意義深い研究結果であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：We examined the relation between the superficial cerebral blood flow and the 
peripheral symptomof dementia by using the near infrared spectroscopy. The Alzheimer type dementia 
patients and the dementia with Lewy bodies patients and the mild cognitive decline patients were 
performed the eye opening and eye closure test and the handkerchief test in the light and the dark place. 
The peculiar blood flow pattern to the each disease were discovered. We show that the dynamic blood flow 
of cortex not the deep part of brain works to the behavioral symptom of dementia (anxiety, depression, 
fugue, sleep loss, and delusion, etc.). These results have the possibility of the determination of the 
effectiveness of the pharmacotherapy and the non pharmacotherapy and these lead to the nursing assessment 
at early stage of dementia. These are the extremely meaningful research results in cure and care of the 
behavioral symptom of dementia.

研究分野：老年医学、認知症、循環器
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１．研究開始当初の背景 
 

研究代表者らは、これまで認知症の実地臨

床に深く関わりながら、特に認知機能、生活

機能の低下と頭部MRIにおいて認知症患者に

見られる深部白質病変との関わりにつき明

らかにしてきた（Geriatr Gerontol Int. 

8:93-100, 2008）。 

認知症の症状は「記憶障害」や「判断力の低

下」などの中心症状と、それに伴って起こる

周辺症状に分けられる。中心症状は認知症患

者で必ずみられる症状である。これに対して

は様々な臨床・心理検査、画像検査がなされ、

治療に関しても薬物治療、非薬物治療が開

発・検討されている。しかしながら現実的に

は認知症の治療、介護にあたり特に治療抵抗

性、介護抵抗性の問題となるのは周辺症状で

ある。具体的な周辺症状として重要なのは以

下の通りである。妄想:もの盗られ妄想や被害

妄想、嫉妬妄想などがある。不安や焦燥に対

して防衛的な反応としてみられることもあ

る。幻覚：認知症では幻聴よりも幻視が多い

傾向がある。不安・焦燥：認知症患者自身に、

もの忘れの増悪の病識があり、これにより重

度の不安や焦燥などの症状が出現する。依

存：不安や焦燥のために、常に家族の後ろを

ついて回るといった行動があらわれること

もある。徘徊：認知症の進行に伴い自分の家

への道など熟知しているはずの場所で迷い、

行方不明になったりする。重症になると、全

く無目的であったり、常同的な歩行としか思

えない徘徊が多くなる。攻撃的行動：特に行

動を注意・制止する時や、型にはめようとす

ることで不満が爆発するということがあり、

暴力、暴行につながる危険性もある。睡眠障

害：夜間の不眠、日中のうたた寝が増加する

傾向にある。介護への抵抗：入浴や清拭を嫌

がり不潔行為に進展することもある。 

認知症高齢者の治療・介護にあたり重要な

のは、記憶障害や判断力の低下といった認知

症の中心症状のみではなく、うつ状態、幻覚、

不安、依存、徘徊、攻撃的行動、睡眠障害、

異食・過食などの認知症の周辺症状が特に問

題となることが多い。しかしながら周辺症状

は客観的評価法が定まっていない。この理由

として周辺症状の強い認知症患者はその不

穏な状態から、身体を長時間特定の空間に固

定し、検査を受ける PET や SPECT、fMRI

などの客観的な画像診断を受けることが極

めて困難である。現時点で周辺症状の判定・

評価は質問・アンケートといった間接的な評

価が主体である。これらは質問者や評価者に

よって主観的かつバラつきのあることが問

題となっている。このため治療前の客観的な

評価に乏しいのみでなく、さらに治療効果の

判定にも難渋している。 

 

 

２．研究の目的 

認知症の周辺症状については、心理学、認

知科学、精神神経学など複数の領域で様々な

研究が進められてきたが、いまだ未知の領域

と言わざるを得ない。その理由の一つとして、

周辺症状を伴う認知症患者を対象とした場

合に、用いることができる研究方法が限られ

ていることが挙げられる。従来用いられてい

る方法は、行動・表情・認知機能などの細か

な観察、心理学的テストであるが、新に簡易

的脳科学的アプローチを加えることにより

解明の糸口がつかめると期待される。

functional magnetic resonance imaging 



(fMRI) や positron emission tomography 

(PET) 、single photon emission computed 

tomography(SPECT)などの脳機能イメージン

グ法は、脳機能局在研究に飛躍的な発展をも

たらしたが、これらの方法による計測は特殊

な測定環境で長時間に渡って体動が制限さ

れ、さらに PET、SPECT においては放射性物

質による被爆の問題があり周辺症状を発症

している認知症高齢者に対しては通常の検

査とし用いることは困難である。一方、近年

新しい脳機能計測法として注目されている

機能的近赤外線スペクトロスコピー

(functional near-infrared spectrsocopy, 

fNIRS)は、脳神経活動にカップリングした脳

血流の変化に伴う脳内ヘモグロビン濃度の

変化を測定することにより脳の活動状態を

捉えるが、被検者は拘束されることなく、必

要に応じ家族や介護者がそばにいることも

可能であり、患者本人にとり自然な状態で検

査を受けることができるため、認知症患者の

検査なども可能である (Am J Geriatr 

Psychiatry. 16:125-35, 2007)。また、特殊

な検査室を必要とせず、場合によってはベッ

ドサイドでも手軽に計測を行うことができ

る利点を持ち、PET や SPECT、fMRI では困難

な周辺症状の強い認知症患者に対し適して

いる。このため近赤外線スペクトロスコピー

は周辺症状に新たな脳機能イメージング研

究の道を開くと考えられる。これまで精神科

領域においての近赤外線スペクトロスコピ

ーを用いた認知症を伴わない気分障害の研

究 で は 、 機 能 的 前 頭 葉 低 活 性

（hypofrontality） が指摘されているが、

認知症周辺症状を伴う、うつなどの気分障害

の検討や治療効果に関する報告はない。機能

的近赤外線スペクトロスコピー(functional 

near-infrared spectroscopy, fNIRS)は、脳

神経活動にカップリングした脳血流の変化

に伴う脳内ヘモグロビン濃度の変化を測定

することにより脳の活動状態を捉える。これ

により認知症の周辺症状に特有な血流パタ

ーンを発見し、その後の治療・介護に役立て

ることを目的とする。 

 

 

３．研究の方法 

杏林大学病院もの忘れ外来・センターの新

来患者を中心に、認知症周辺症状を示す患者

の中で同意を得た患者に対し通常の認知機

能を含む総合機能評価を行った上で認知症

周辺症状の状態を抽出する。これらの患者全

員に近赤外線スペクトロスコピーを施行し

その脳血流パターン、活性化状態を記録し観

察、結果の解析を行った。 

アルツハイマー型認知症患者、レビー小体型

認知症患者、軽度認知機能低下患者に対し、

明所、暗所での開閉眼行為、ハンカチテスト

を行った。 

 

 

４．研究成果 

結果として各疾患に特有な脳血流パターン

を発見することができた。以上より非中核と

される周辺症状(不安･抑うつ･徘徊症･不眠･

妄想など)に深部脳血流量とは異なる脳表近

くの動的皮質血流が関係することが解った。

この結果は認知症周辺症状に対する薬物療

法や非薬物療法の効果判定に用いることが

でき、また早期の介護評価につながる可能性

も高く認知症周辺症状治療・介護において極



めて意義深い研究結果であると考えられた。 
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